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印刷されたスンダの叙事詩ワワチャン*

森 山 幹 弘''

TheSundaneSeEpicWawacaninPrint'

MoRJYAMA,Mikihiro叫

Theliteraryform knownaswawacan,an
epicwrittenintheSundaneselanguagein

thedaタ堵dingform ofregulatedpoetry,ap-

pearedinWestJavafrom the19thcentury
tothemiddleofthe20thcentury.Formerly

transcribedinmanuscriptandpassedfrom
hand to hand,thewawacαn began to be
printed,togetherwithSundaneseprose,from
aboutthemiddleofthe19thcentury.This

papertriestotracetheposition thatthe
printedwawacanoccupiedintheSundanese
literarystream fornearlyonehundredyears
since thefirstSundanesestory,Tjan'ねna
伽 him,wasprintedin1853,mainlyonthe
basisofthecollection of the Koninklijk

は じ め に

西ジャワに住むスンダ人の母語であるスン

ダ語によって書かれたものの中に,定型詩を

* 本稿は1988年9月から翌年6月までの10ヵ月
間,オランダ政府の奨学金によるレイデン大

学での研究を元に稿をまとめたものである｡

また本稿は,上記の期間における筆者に対す

るレイデン大学文学部インドネシア学科のへ

ンク ･マイヤー教授 (Prof.Dr.H.M.∫.
Maier)の文字通 りラヒール ･バ テ ィン
(lahirbatin)の指導に負うところが大きい｡
'事 3136-305, Meitohondori, Meito-ku,

Nagoya,Aichi465,Japan
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InstituutvoorTaa1-,Land-enVolkenkunde
inLeiden.

Statisticalobservationofthewawacanand

asurveyofpopulartitleshasshownthisto

bethedistinctiveliteraryformfromthe19th

centurytothemiddleofthe20thcentury.
Ontheotherhand,thegovernmententer-
pnseLandsdrukkerijin the 19th century
andthegovemmentpublisherBalaiPoestaka

inthe20thcenturyplayedimportantroles
intheprintingandpublishingofSundanese

booksinBatavia. Whenobservedthrough
thewawacan,Sundaneseliteraturecan be

said tohavebeenofficially producedand

J'inak(tamed)inthisperiod.

用いたワワチャン (wawacan) と呼ばれる

文学フォームがある｡ このフォームはジャワ

から伝わったもので,主に文芸を書き表すた

めに用いられたものであったが,次第に非文

芸のものにまで使われるようになり一つの時

代を代表する文学フォームとなった｡その時

代とはスンダ語の印刷物が世に出始める19世

紀の半ばから20世紀の半ばである｡一方ワワ

チャンは印刷物においてだけでなく,18世紀

頃以降の手で書き写された多くのマニュスク

リプトの中にも見ることができる｡むしろワ

ワチャンの点数はマニュスクリプトの方が多

いと言える｡

本稿では,スンダ文学の流れの中でワワ

チャンがいかなる地位を占めていたのか,ワ
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ワチャンを取り巻く文学空間はどのようなも

のであったのかという問題関心をもって,ワ

ワチャンを軸にしてレイデンの王立言語地理

民族学研究所 (Koninklijklnstituutvoor

Taal-,Land-en Volkenkunde:以下

KITLVと略す) の蔵書を基に資料整理を行

うものである｡ここで扱う時期は,1853年の

スンダ語の最初の印刷物である 『チャリタ

ナ ･イプラヒム』(Tjan.tanaIbrahim)が現

れた以降のおよそ100年間である｡

Ⅰ ワワチャンについて

wawacanの語は,wa+waca+anと分解

でき,語根のwacaは ｢朗唱する｣ "recite"

の意で,語頭に語根のwaを繰り返し接尾辞

のanは名詞を形成する｡

ワワチャンは,17世紀の半ば頃スンダ地方

がジャワのマクラム王国に支配を受けたとき

にジャワからスンダに持ち込まれたと言われ

ているが,ジャワのモチョパットと同じよう

に17種類の定型詩 (ププ pupuh) によっ

て書かれる物語である [森山 1987]｡ その

17種のププを使って書かれたものは,スンダ

人の間ではダンディン (dangding) と呼ば

れ,その内容が物語性を持っているものをワ

ワチャン, いないものをグダリタン (gug-

uritan)と呼んで区別されることもある｡ プ

プはそれぞれ行数,押韻が定められ,内容が

それに従って書き分けられる｡例えば,アス

マランダナ (asmarandana) と呼ばれるプ

プは7行で,各行が8音節,i-a-e/0-a-a-u-a

と韻を踏み,愛を表すときに用いられる｡ さ

らにそれぞれのププは,それぞれのメロ

ディーに従い歌われる｡

ワワチャンは自由リズムで歌われ,その声

楽ジャンルはトゥンバン(tembang)[Satja-

dibrata 1931;vanZanten 1987]と呼ば

れる｡ トゥンバンはダンディンと共にジャワ

から入ってきたもので,貴族達の間で発達し

た｡19世紀の貴族達は代々世襲される称号

を持ち,多くの者は役人となって各地方の政

治 の中心地 で あ った カ ブパ テ ン (ka-

bupaten 原住民首長プパティbupatiの座

す所)周辺に住み,独自の文化空間を形成し

ていたようである｡一方スンダには, この

トゥンバンの他に固定 リズムの歌で,カウィ

(kawih)に代表される声楽ジャンルが トゥ

ンバンが入ってくる以前から存在し,一般に

一行が 8音節か らなる韻文のパ ントゥン

(pantun), キドゥン (kidung), シャイー

ル (syair) などの文学フォームと結びつい

て広く庶民の間で発達してきた｡

ワワチャンの発達について見ると,それは

マクラム王国時代にスンダ社会に入ってき

た｡残されているマニュスクリプトから推測

すると,それが流行ったのは19世紀になって

からのようである｡ そして,その浸透は,当

初貴族たちの噂みであったトゥンバンが庶民

の間にも広がった結果であったと考えられ

る｡ トゥンバンは主として,大小の二つの筆

力チャピ (kacapi) と縦笛スリン (suling)

の伴奏で優雅に歌われるものであるが,それ

とは全く別のパフォーマンスであるブルック

(beluk)1)とよばれる='-ラスの形態が農民

の間に広がり,そのためにもテキストとして

1)ブルックは一人の読み手がワワチャンの本を

前にして,物語を定型詩に従い一行ずつ読み

上げ,それを円座に座った男性たちが一人ず

つ引き取って,それぞれの定型詩ププに合わ

せてメロディーを付けて歌い回す｡そのため,

文字が読めなくてもメロディーさえ覚えてい

れば誰でもブルックに参加できる｡ また時に

は,一定の区切りで読み手の合図に従い一同

が声を合わせて歌ったり,掛け声や合いの手

なども興に任せて入れてもよい ｡ 現在では,

ある地域でこの芸能がまだ行われるという噂

はあるが,ほとんど消滅してしまったと言わ

れている｡
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ワワチャンの需要が増えたのではないかと考

えられる｡人々は町では娯楽や噂みとして

トゥンバンを, 一方村では割礼, 結婚, 出

産,米の収穫などの行事に際して儀礼や娯楽

としてブルックを夜を明かして楽しんだよう

である｡

先に述べたように,ワワチャンはマニュス

クリプト2)のものと印刷されたものとがあ

る｡ マニュスクリプトは,最初に書かれた年

代,書き写された年代ともに明らかではない

が,多くのものは19世紀のものであると考え

られる｡同じ物語が,幾つものマニュスクリ

プトとして書き写されているため実際にはど

のくらいの点数が存在するのか明らかではな

く,また今もスンダ社会に広く散らばってい

るため全体像は掴みにくい｡一方印刷された

ワワチャンは,スンダ語の最初の印刷物であ

る 『チャリタナ･イプラヒム』が出版された

6年後の1859年に出版された 『イウ･ワワ

チ ャン ･チ ャリタ ･イプラヒム』(Ijeu
wawatjantjan'taIbrahim)を初めとして,

以後およそ20世紀の中ごろまで印刷,出版さ

れる｡次に,その印刷されたワワチャンを巡

るスンダ語の出版状況についてみることとす

る｡

Ⅱ スンダ欝の出版物

1853年の最初のスンダ語の出版物の発行以

降の概観を掴むために,下にレイデンの

KITLVのカタログ3)をもとに年毎の出版物

2)ワワチャンを含むスンダのマニュスクリプ ト

につ いて は,Ekadjati[1988],Juynboll
[1899;1912],Kern [1983],Ricklefsand
Voorhoeve[1977],森山 [1987]を参照｡
3)KITLVの蔵書 カタログのうち1945年頃まで

の出版物を掲載している第5版の補遺 Rouf-
faerandMuller[1908;1915;1927;1937;
1966;1972]までを使った｡
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の推移を図に示す (図 1)｡このカタログは,

｢蘭領東インド｣ の大分類の中に ｢文法と会

話｣,｢スンダ語テキスト｣の項を設けている

ので,スンダ語の出版物を拾い出し全体像を

掴むのに便利である｡そして各テキストにつ

いて出版社,印刷所,出版年,著者等を確認

し,ひとまず1945年までの図を作った｡また

ここで数えた出版件数には,改訂版,再版も

含まれている｡

図 1の出版物の総数は365点である｡その

うち学校教材 (62点) を除いた303点のもの

を文学フォームについて見ると,およそ三分

の一のものが定型詩ププを使ったワワチャン

(110点)であることがわかる｡
この図を見ると,1860年代のワワチャンを

主とする出版のピークと1910年から1930年の

初め頃までの全体的な出版のピークとがあ

る｡前者のピークは,全て印刷公社ランス

ドゥルクレイ (Landsdrukkerij)4) によっ

て印刷,出版された時期であり,一方後者は

バライ･ブスタカ (BalaiPoestaka) を中

心に して出版 された ｢民衆教化委員会｣

(CommissievoordeVolkslectuur)のシ

リーズと共に全蘭領東インド規模で出版がオ

ランダ植民地政庁によって促進された時期で

あった｡

次に近年報告書の形で作成された 『西ジャ

ワ州文献』[Ekadjatiand Hardjasaputra
1987]の中のスンダ語の出版物を拾い,上の

KITLVのカタログを元にした図とを合わせ

て当時のスンダ語の出版物の全体像を補うた

めに作成 したのが図 2である｡ この報告書

4)1806年に旧社名 Kasteels-drukkerをLands-
drukkerijと改めた｡1930年頃まで目覚まし
い印刷活動を行なっていたが,1931年から印

刷量が減少し始める｡特に設立の経緯につい

ては,DepartementvanGouvernements-
bedrijven in Nederlandsch-Indie [1912:
7-14]を参照｡
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(年)

図1 KITLV所蔵 スンダ語の印刷物

1850 1860 1870 1880 1890 1900

(年)

1910 1920

図2 スンダ語の印刷物

は, ソ-スとして8種類のカタログを元にし

ているため,掲載点数も多く当時の出版状況

を表しており,その点で評価 しうるものであ

る｡5) しかし重複や見落とし,記載の不統一

が多いことに注意を払わねばならない｡

図 2を総計すると,スンダ語の出版物は

5) たとえば, BalaiPustaka [1948] を基に

1911年から1941年までのバライ ･ブスタカの

出版物に限ったものを図にして比較すると,
およそ図2と同じ像を措く｡

1930 1940 1950

1853年から1945年まで557点を数えることが

できる｡そのうちワワチャン6)は153点で,

全体の 27.5% を占めている｡ また物語性を

持っ もの407点 の中で は, ワワチ ャンは

37.5% を占めている｡ さらに19世幕己に限って

その出版状況を見てみると,ワワチャンは全

6)Ekadjatiand Hardjasaputra [1987] の文
献目録の中で,タイトルにワワチャンを冠 し

たものだけを数えたため,実際にはこの数字

より多くなるはずである｡
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出版物の 26.2% を占めており,印刷された

出版物の中でワワチャンという文学フォーム

がスンダ社会で重要な位置を占めていたこと

が推測される｡そのことは,20世紀半ばまで

のスンダの文学を考える場合にマニュスクリ

プ トの中だけでなく印刷物の中でもワワチャ

ンは見逃されてはならない文学 フォームで

あったことを示 している｡

比較のためにマニュスクリプトにおけるワ

ワチャンを同様に数字で見てみる｡スンダの

マニュスクリプ ト7)として分類されているも

のは1,831点あって, そのうちスンダ語で書

かれたワワチャン, もしくはタイ トルからワ

ワチャンと考えられるものは552点8)で,全

マニュスクリプ トの30.1% ということにな

る｡

Ⅱ スンダ帯の定期刊行物

上に見たようにワワチャンがスンダの社会

で流行 したフォームであったとすると,同時

代の定期刊行物においてもこのフォームが好

まれて使われたのではなかったかと考えられ

る｡ここで一口に定期刊行物と言っても,そ

の発行頻度にはかなりのバリエーションが見

られる. 例えばSoendaneescheAlmanakと

SoendaneeschcVolksalmanak9)は1年に 1

7) スンダ語で書かれたものだけでなく, ジャワ

語,ジャワーチレボン語,アラビア語,マ

レー語,オランダ語のものもスンダのマニュ

スクリプトとしてEkadjati[1988]に載せら
れている｡

8)所在地別の内訳を見ると以下のとおりである｡

インドネシア国内 (Museum Nasionaldi

Jakarta,Museum CigugurdiKuningan,
Museum PangeranGeusanUlundiSum-
edang,Museum NegeriJava Baratdi

Bandung) 129点
西ジャワ州内の個人所有のもの 297点
レイデン大学図書館東洋マニュスクリプト室

126点
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回しか発行されなかった｡ また新聞 (surat

kabar) と名づけ,週刊であったり隔週刊で

あったりするものが6誌 (R2djujaran,AI

Moe'min,BentengRa)'at,RzssarDagang,
Tauft'eq,SinarKwawan) ある｡ 一方,

S砂aねhoenan,Timbangan,肋 nganの3

紙は日刊であった｡1945年頃までの定期刊

行物の出版状況を図 310)に示す｡

この図を見ると1920年から1930年までが出

版のピークで,1930年代の後半を除いて図 2

のスンダ語の印刷物の出版のピークと一致す

る｡特に1932年は10点の定期刊行物が発行さ

れているが,これは図 1の最高出版数とピタ

リと合致する｡ただワワチャンの出版数の頂

点はもう少 し早く現れていて,1922年に見る

ことができる｡

これら38点の定期刊行物のうち4点 (Soen-

daneescheAlmanak,SoendaneescheVolks-

almanak,PoesakaSoendb,PzZr7ahibngan)

だけがレイデンにあり,その他のものはジャ

カルタに所蔵されている｡その4点の定期刊

行物に限って見ると,SoenLLmeescheAlm-

anakだけが民間の出版社 によるもので,

1892年か ら1897年までチレボン (Tjirebon,

Cheribon)のA.Bisschop社によ って ジャ

9)1919年のものは印刷, 出版ともに Lands-

drukkerij, 1920年のものは印刷が Lands-
drukkerij,出版がBale Poestakaとなって
いるが,1921年から1927年までは印刷がDruk-

kerijVolkslectuur (Kantortjitak Bale
Poestaka),出版が BalePoestakaに変わ
り, さらに1928年から1940年までは印刷,出

版ともにBalai Poestakaとなっていること

はバライ･ブスタカの発展の様子を良く表わ

している｡

10)この図はレイデン大学の研究助手であるファ

ン･デン･ベルフ (vandenBerge,T.)が,
レイデン大学周辺とジャカルタ中央図書館の

定期刊行物カタログを調べて作成した表に基

づいている｡
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1890 1900 1910
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図3 スンダ語の定期刊行物

ワ文字で出版され,1897年半ばから1903年ま

ではスマラン (Semarang)のG.C.T.van
Dorp& Co.社によってジャワ文字及びアラ

ビア文字で出版されている｡そのはかの3点

の定期刊行物はいずれもオランダ植民地政庁

が関与した機関によってラテン文字で出版さ

れている｡

これら4点の定期刊行物に掲載されたもの

杏,文学フォーム別に見ると,ほとんどの定

期刊行物にワワチャンが掲載され,またワワ

チャンでなくても定型詩ププを用いて書かれ

たものが時代を遡るほど多いことがわかる｡

特に初期のSoendaneescheAlmanakの誌上

では物語性をもつもののほとんどがププの

フォームを用いて書かれており,その時代の

文学フォームの特徴をよく表 している｡一

万,1920年代以降の定期刊行物に掲載された

文学はププを用いた韻文と散文が入り混じる

ようになる｡

さてここでもう一度,上に述べたいくつか

の点を踏まえて図3を見てみる｡唯一19世紀

に発行されたSoendaneescheAlmanakの誌

上には,一年に一回の発行であったにもかか

わらず,一般に定期刊行物がそうであるよう

に連載ものも見られる｡ しかし,1920年以降

に発行された日刊紙や週刊誌の読まれ方とは

違って,むしろそれは単行本として読まれて

いたのではないか｡定期刊行物は概して読み

捨て られるものであるが,Soendaneesche

Almanakは幾度も手に取られ,あるいは先

述したようなスンダの芸能と結びつき,朗唱

され大勢の人に聴かれたのではなかったか｡

それ故に,書かれた文学フォームは詠じ易い

ププが多かったのである｡やがて1920年頃に

なると,誌上に現れる文学フォームも散文の

ものが増え,発行頻度も高くなるに従い,定

期刊行物の読まれ方も変化 したと考えられ

る｡ そのことは,新しい教育制度や教科書の

浸透,普及とともに増えた読者の出現とも係

わっている｡

Ⅳ 印刷所と出版社

スンダ語の本の出版は先にも述べたとおり

1853年に始まる｡1945年までの約100年間を

見るとバライ･ブスタカがもっとも多くの本

を出版しているが,1917年にバライ･ブスタ

カが設立され,1921年に独自の印刷所を持っ
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までの期間においては,ほとんどの本はオラ

ンダ植民地政庁によって直轄されていた印刷

公社,ランスドゥルクレイによって印刷及び

出版されていた｡

さ らに詳 しく見 ると, 1853年以降の

KITLVの蔵書を調べた限りにおいて, 1911

年までの間,全てのものはランスドゥルクレ

イによって印刷され,1908年に ｢原住民学校

教材及び庶民の読物のための委員会｣(Com一

missievoordelnlandscheschooト en

Volkslectuur) が設置される以前は, 同じ

く出版も行われていた｡民間の出版社や印刷

所によるものはそれまでの間全く見当たらな

い｡ しかし1908年以降は同委貞会が原稿を

チェックし,ランスドゥルクレイだけでなく

民間の印刷所へも印刷を発注,あるいはすで

に印刷されたものを買い上げ,出版は同委員

会の名の下に行 うという制度に変わった

[BalaiPustaka 1948:5-14]｡発注を受

けた印刷所 は, ほとん どがパ タヴィア

(Batavia)にあった｡ それらのうち, スン

ダ語のものを扱ったことのある社名を印刷物

の点数の多い順に並べると以下のとおりであ

る｡( )内は,設立年を示す｡

G.Kolff&Co.(1859)
Ruygrok(1910)

Papyrus(前身 H.M.vanDorp& Co.

1853)(1910)

Albrecht& Co.(1892)

IndonesischeDrukkerij(1914)ll) (スン

ダ語名 Kantortjitaklndonesische)

そのはか, 1冊でもスンダ語のものを扱っ

た印刷所は以下のとおり｡

N.Ⅴ.Elect.Drukk.Favoriet(1915)

ll)京都大学東南アジア研究センター教授土屋健

治氏の貴重な指摘に依るものである｡土屋
[1982:159]を参照 した｡
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KantortjitakJavascheBoekhandel&
DrukkerijBatawi(1896)

Mercurius(1907)

∫.B.Wolters'UitgeversMaatschappij(?)

Verwachting(1915)

KweeKheSoei(?)

この時期,1911年からバライ･ブスタカが

設立される前年の1916年までの同委員会が出

版した本を見ると,ジャワ語の本が117点で

最も多く,順にスンダ語68点,ムラユ語33

点,マ ドゥラ語18点の,合計236点である｡

そのうちランスドゥルクレイにおいて印刷さ

れたものが193点で,残りの43点が他の印刷

所によるものである [BalaiPustaka

1948:9]｡ そして印刷され出来上がったも

のは同委員会によって検査を受けた後,国立

教材保管所 ('sLandsDepotvanLeerm-

iddelen)へ移され, そこで販売カタログが

作られて教育省の名において販売された｡し

かしこのシステムは,同委員会へ持ち込まれ

る原稿の増加12)に連れて機能しなくなり徐々

に全ての業務がバライ ･ブスタカへ移管さ

れ,1925年頃には同委員会は有名無実化して

しまう｡

バライ･ブスタカは,1919年にムラユ語,

ジャワ語,スンダ語の各 ｢民衆教化委員会｣

シリーズを発行する頃から,非常に精力的に

仕事を進め,1924年には移転したランスドゥ

ルクレイの跡地に印刷所と倉庫を移し,印

刷,出版の合理化を進めた｡スンダ語の出版

物の点数を図2で見ても,1920年代から30年

代にかけてピークを迎えており,このバラ

イ･ブスタカの発展と一致する｡また1929年

12)1911年から1916年の間にこの委員会へ持ち込
まれた原稿を言語別にみると,(1)ジャワ語

592点 (2)スンダ語 204点 (3)ムラユ語
96点 (4)マ ドゥラ語 47点 (5)バタック語
8点である｡BalaiPustaka[1948:10]を
参照｡
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にはスンダ語の一般向けの週刊誌『パラヒア

ンガン』(Pwahiangan)や子供向けの雑誌

『タマン･ムランカリ』 (Taman Moermg-
kalih)を隔週で発行するようにもなる｡

上にスンダ語の印刷物の官側の出版状況を

見てきたが,次に民間の出版社によるものを

見てみる｡

ファン･デル ･-イス (∫.A.Van der
Chijs)による1659年から1870年の間の蘭領

東インドの書誌目録にある印刷所および出版

社のリストを見ると,バタヴィアには累計す

ると51の印刷所,出版社があったが,バン

ドゥンなどのスンダ地方には一つも見当たら

ない [VanderChijs 1875]｡ もちろんス

ンダ語の本がスマラン (9社)やスラバヤ

(16社)などの都市で印刷されなかったとは

限らないが,可能性としては低い｡先に述べ

たように,1945年頃までのバタヴィアの印刷

所は,スンダ語の出版物に限って言うと御用

印刷所の色合いが濃く,民間の独自の出版活

動は主にバンドゥンなどのスンダ地方の都市

で行われたのではなかったか｡13) そこで 『政

府年鑑』(Regerings-Almanak)14)と『蘭領東

インドにおける農園および商業事業のための

-ンドブック』(HandbookPoorCultuur-en

Handelsondememingen in Nederlandsch-

Indie)15)をもとに,いっスンダ地方の各都市

13) 稀なケースであるが, バンドゥンのKaoem
Moedaという印刷所ではバライ･ブスタカの
出版物を印刷している｡
14)1850年から1902年までのものを使った｡1902
年版までは出版社,印刷所,本屋がhandels-
huizenの項に都市別に掲載されているが,
1903年以降は同項が削除されており使用でき
ない｡
15)この-ンドブックも一年に一回発行されるも
ので,初年度版である1888年版から1940年版
までを使った｡出版社,印刷所は1914年まで
は, Agent-schappen en voornaamste
Handelsfirma'S, alphabetisch geordend
volgensdeplaats-namenの項,1915年以
降はHandels-AdreslijstvanNederl.Oost-
Indieの項に載っている｡

に最初の印刷所,出版社が出来たかをみる

と, まず1870年にバイテンゾルフ (Buiten-

zorg) に, 1885年チレボンに (Soendanee-

scheAlmanakを発行したA.Bisschop社),

そして1897年バンドゥンに,1903年スカブミ

(Soekaboemi)に見つけることができる｡

その後,それぞれの都市において1905年頃か

ら印刷所,出版社の増加を見ることができる

が,それらの全ての所が必ずしもスンダ語の

ものを扱っていたとは限らない｡そこで,限

られたKITLVの蔵書と上の資料を突き合わ

せて蘭領東インドに存在した民間の印刷所,

出版社を調べると,以下のところでスンダ語

のものを扱っていたことがわかる｡ ( ) 内

は,同じく設立年を示す｡

(バンドゥン)

G.Kolff&Co.,Bandoeng(1903)
TokoBoekoeM.Ⅰ.Prawira-Winata(?)

N.Ⅴ.SieDhianHo(?)

Ⅰnsulinde(1917)

SindangDjaja(?)

H.M.Affandi(1910)

N.Ⅴ.Boekh.,VisserenCo.(1913)

Dachlan-Bekti(?)

Kaoem Moeda(?)

Nanie,TamanBatjaan&

TokoBoekoe(?)

Nix& Co.(1911)

(′ヾイテンゾルフ)

Labberton(?)

(チレボン)

DrukkerijBoerhan(?)

(タシクマラヤ)(Tasikmalaja)

T.Pen(?)

(スラバヤ)(Soerabaja)

F.Fuhri(1883)

上記 の うち, バ ン ドゥンの Dachlan-

Bekti社 によって1930年 に出版 された本

[Joehana 1930] の表紙の出版広告は, そ
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のはかにも57点のスンダ語の本を出版してい

たことを窺わせる｡その出版広告にある本

は,ほとんどのものがどこの図書館にも保存

されておらず,作者,発行年等が分からない

ため先に描いた図からも落ちている｡このよ

うな既に失われてしまったスンダ語の本がど

のくらいの数に上るのか見当がつかないが,

このような,とりわけ官主導のルートに乗ら

なかったものを常に念頭に置いておく必要が

ある｡16) しかし,それらの埋もれてしまった

ものを考慮 したとしても,やはりこの100年

間のスンダ語の出版活動において19世紀後半

のランス ドゥルクレイ,20世紀前半めパラ

イ･ブスタカが果たした役割は大きいもので

あった｡

ここでスンダ語の出版物について特にワワ

チャンを他の出版物と区別せず印刷所,出版

社について見てきたが,ワワチャンだけがあ

る特定の印刷所や出版社で扱われたり,ある

特定の都市で出版されたというような形跡は

なく,スンダ語全般の出版状況と同様に考え

てよいであろう｡

Ⅴ 人気のあったタイ トル

上にみてきた印刷物において,19世紀半ば

以降の100年の間にどのタイ トルが人気が

あったのか考えてみる｡どの本がベスト･セ

ラーであったのかというような記録がないた

め,一つの手段として本の販売カタログ17)杏

16)たとえばケント大学のワトソン(C.Watson)
に指摘を受けたBarnas[1930]の Fニヤ
イ･ダシマ物語』が落ちている｡ このような

植民地生まれの華人 (プラナカン perana-
kan)によって書かれたスンダ語のものにも

注意を払っていく必要がある｡ Ding [1978]
で紹介されているマレーシアの国立大学図書
館のコレクションは,この点で貴重である｡

17)ここで使った本の販売カタログは14種類で,
参考文献柵にまとめて示す｡

116

用いどのタイトルの本がどのくらいの期間カ

タログに現れ,また何回版 (刷)を重ねたの

かを調べることで推測を試みる｡その中には

何年間にもわたって品切れになっているにも

かかわらず,注文すればまだ入手可能である

ことを示 して ｢品切れ｣(habisあるいは

uitverkocht) と記され, カタログから落と

されていないタイトルもある｡これは少なく

ともその本の宣伝になっているわけであり,

この場合もカタログに現れた期間として数え

ることとする｡

また,入手できた資料のうち最も長期の分

がある国立教材保管所とバライ ･ブスタカの

ものを主として用いているため,ここでも民

間の出版社によって出版されたものが落ちて

いる可能性を残 している｡18)さらに,1910年

頃以降に初版が出版されたタイトルについて

はカタログの制約からそれらがロング･ラン

を記録 したのかどうか不明であるため,それ

らについては重ねた版の回数から人気があっ

たかどうかを推測する｡ 以下にタイトルを列

挙する｡

(50年間以上カタログに現れたタイトル)

WawatjandongengJ ongengtoehzdan
『ワワチャン 模範とすべき物語』19)初

版 1863年

ジャワ+ラテン文字 3版,ラテン文字

1版

DongengJ ongeng♪ieunteungeun

(-SbiegelderjeiGgd)
18)民間の出版社が独自に出版した最初のものは,

Martanagara[1906]の可能性が高い｡当時
の出版事情を勘案すると,民間の出版物がリ
ストから落ちたとしても1906年以降のもので
あろう｡

19) スンダ語のdongengおよびtjaritaの訳とし
て共に ｢物語｣を当てているが,dongengは
スンダ古来のもの,tjaritaは外来の物語とい
う傾向がある｡ しかし, ともに物語性を持っ

ており,詠まれるものであるので ｢物語｣と
訳した｡
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『人の鏡たる物語集』初版 1867年

ジャワ文字 1版,ラテン文字 5版

Tjan'ね AbdoelrlaChman djeung

Abdoelrachim (アラビア語からの翻訳)

『アブドゥルラフマン･アブドゥルラヒ

ム物語』初版 1863年

ジャワ･ラテン文字 3版,ラテン文字

4版

WawatjanAllMochねr

『ワワチャン アリ･モフタール』初版

1864年

ジャワ+ラテン文字 2版,ラテン文字

2版

WawatJ'anPzZndjt'Woeloeng

『ワワチャン パンジ･ウルン』初版

1871年

ジャワ文字 3版,ラテン文字 5版,

ジャワ語への翻訳版 1版

TjariぬルαIbrahim (ワワチャン)

『イプラヒム物語』初版 1853年

ジャワ文字 1版,ラテン文字 1版

Wawat)Lankatranganml'wahwektjai

『ワワチャン 淡水魚養殖の手引き』初

版 1866年

ジャワ文字 1版,ラテン文字 1版,

特別装丁本 1版

MitranoeぬniI-ⅩV20)

『農民の友』初版 1874年

ジャワ文字 2版,ラテン文字 1版

(40年間以上)

Tjariぬ Erman(オランダ語からの翻訳)
『ェルマン物語』初版 1875年

ジャワ文字 1版,ラテン文字 1版,

特別装丁本 1版

WamasariatawarlDePa-110eL)adongeng

20)このタイトルは第I巻から順に年を追って刊
行されたため,全ての巻が50年間以上カタロ
グに載ったのではない｡

Ⅰ,Ⅱ,Ⅱ (ワワチャン, オランダ語か

らの翻訳)

『特選物語集』初版 1876年

Ⅰ ジャワ文字 2版,ラテン文字 1

版,特別装丁本 1版

Ⅱ,Ⅱ ラテン文字 2版

Babad Ta舶h Pzzsoenhn (W. van

Gelder著)

『スンダの歴史』初版 1880年
ジャワ文字 1版

(30年間以上)

Tjan'ぬ Robi'nsonKroesob'(オランダ語
からの翻訳)

『ロビンソン･クルーソー物語』初版

1879年

ジャワ文字 1版,ラテン文字 1版,

特別装丁本 1版

Mangle(W.vanGelder編集)
『スンダ物語集』初版 1890年

ラテン文字 9版

Tjan-iatoewankapitanBontekoe(オラ

ンダ語からの翻訳)

『ボンテク船長物語』初版 1873年

ジャワ文字 4版,ラテン文字 1版

上記のタイトルが当時人気のあったものと

考えられるが,重要な要因である各タイトル

の発行部数が不明であるため実際の本の売れ

行きとややずれを生じている可能性も否めな

い｡

さて印刷物という新しいスタイル (普及形

悲)の出現は,それ以前の書写しによる文学

の普及を伝統とし口承文芸の発達した社会に

とって極めて新しいものであっただろう｡新

しさの一つは内容も書かれ方も全く同じであ

るというスタイル自体であり,それが読まれ

方に変化をもたらし,それをパーソナルなも

のにしていった｡そのことについては,定期

刊行物の1910年以降の受容のされ方に生じた

変化と同じものである｡もう一つは,印刷さ
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れたものの内容にある｡ 上記の14点のタイ ト

ルのうち,その半数が翻訳または翻案物であ

ることは外の世界か らやって来た文学作品

や,実用的な新 しい知識を伝える本が好まれ

て読まれたということである｡そして,これ

ら外からやって来た文学作品は伝統と結びつ

いた韻文のワワチャンではなく,散文で書か

れていることが多い｡ しかし, 上記 14点の

うち6点がワワチャンであることを考える

と,新 しいスタイルの中で新 しい内容のもの

が散文で書かれるという傾向があるにして

ち,19世紀のスンダ語の印刷物の出版の費明

期においてはワワチャンの文学フォームが大

きな位置を占めていたと言える｡

次に1910年頃以降に出版されたものを見る

と,初版がすぐに売り切れ,版を重ねている

ものが良 く売れ人気のあったものと推測でき

る｡ ここでは,各タイ トルを挙げないが先の

14種のカタログで見るかぎり,カタログのあ

る7年間以内に売り切れたものが16タイ トル

あり,その内ワワチャンが3タイ トル含まれ

ている｡ 一方,この頃になると小説という新

しい文学フォームで,翻訳物だけでなくスン

ダ人自身の手になる文学が書かれ始める.21)

それらの小説は,伝統的なスンダ社会の中で

現実と新 しい価値観の狭間で悩む青年達を措

いたものが多い｡もちろんそのような内容の

文学は,ワワチャンで書かれる事はなかった

のだが,1930年以降になると極めて伝統的な

題材を扱ったものでさえワワチャンではなく

小説の文学 フォ-ムで書かれるようにな

る｡22)先述 したように1920年頃まではワワ

チャンが一つの時代を代表する文学フォーム

21) スンダ語の最も初期の小説として,先の委員
会の編集長を務めていたアルディウィナタ

[Ardiwinata 1914]の 『若者達には毒』を
挙げることができる｡

22)その最も明らかな例の一つがSastrahadipra-
wira[1930]の 『大佐閣下』である｡
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であったのだが,ここに至ってそれは時代遅

れのものとなったと言えよう｡23)

Ⅳ 印刷されたスンダ文学をめぐって

- 結びにかえて

以上,19世紀中頃からの100年間を代表す

る文学 フォームとして位置付けられるワワ

チャンを軸にして資料整理を行なったが,最

後にワワチャンを手掛かりにしてスンダ文学

をめぐるいくつかの点について考察を行い,

結びとしたい｡

17世紀中頃にバタヴィアに初めて印刷物が

現れ,先に見たように19世紀中頃には印刷技

術がスンダ語の世界にも導入された｡新 しい

スタイル (普及形態)と新 しい内容をもった

スンダ語の印刷物は,どのような人たちを書

き手とし読者としていたのかをまず考える｡

書き手は少なくとも19世紀においては,マ

レー語の文学において活躍 したようなジャー

ナ リス トや植民地生まれの華人 (プラナカ

ン),ユーラシアンという社会の周縁に住ん

でいた人々ではなく,スンダの伝統に根差 し

た文化を体現 していた世襲の貴族たちであっ

た｡ 彼等はスンダの核域とも言えるリンバン

ガン (Limbangan)24), バンドゥン (Ban-

dung)などの現役の高級官吏達であり,例え

ば当代を代表する書き手のムハマッド･ムサ

(MoehammadMoesa)25) はリンバンガンの

イスラム教監督長 (hoofdpanghoeloe) で

23)全くワワチャンが書かれなくなったと言うの
ではなく,週刊誌 Fパラヒアンガン』(1929-
1940)の読み物棚では交替にワワチャンと小
説とが連載されている｡
24)蘭領東インド時代の県 (regentschap)の一
つで,現在のガルット (Garut)県を中心に
し,それを一回り大きく広げた地域にほぼ相
当する｡

25)詳しくはSutia Sumarga [1983:8-9],
Norman [1888:93-96],Salmun [1955:
435-438]を参照｡
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あった｡彼等が現役の役人であったというこ

とは,それぞれの地方に居を構えて執筆活動

を行い,それがオランダ人26)を通じて最も新

しいものが集まるバタヴィア-と持ち込まれ

印刷され,印刷されたものは再び大部分の読

者の住むスンダの核域-教育システムのルー

トを通し,あるいは教育省の監督を受けたカ

タログを通じた注文販売によって新 しいスタ

イルの読物として送り返された｡

書き手たちは印刷物の表紙からおよそ同定

できるが,読者については地方に住んでいた

書き手たちを取り巻く人々が主な読者であっ

たであろうことが推測されるに留まる｡それ

ら以外の読者としては,バタヴィアやスンダ

地方に住みスンダ語に関心を持っていた宣教

師や役人等のオランダ人やユーラシアン,プ

ラナカンが考えられる｡さらに印刷される場

であったバタヴィアに住むスンダ人たちもそ

の読者であった可能性がある｡なぜなら,

1900年末のパタグィアとメーステル ･コルネ

リス (MeesterCornelis) の原住民の人口

が約10万人であり [松尾 1989],その中に

スンダ人の読者が皆無であったとは考えにく

いからである｡

しかしやがて,1910年頃以降になるとバク

ヴィアではその印刷が次第にランスドゥルク

レイからバライ･ブスタカ-委譲され,スン

ダ地方一一バタヴィア (ウェルテフレーデン

Weltevreden)-スンダ地方のルー トはメイ

ン･ルートとして残るものの,バンドゥン等

のローカルの出版社の出現と共に別のルー

ト,即ち現地で書かれ,印刷され,売られる

ルートが生まれた｡それと共に書き手と読者

も変化したと考えられる｡これまで世襲制を

26)ム-マッド･ムサはスンダ地域の原住民教育
に熱心であったオランダ人ホーレ (K.F.
Holle)と20年間以上にもわたって親交を深
めており,ホーレがムサの原稿のランスドゥ

ルクレイへの橋渡しをしていたようである｡

基に成り立っていた貴族社会は,教育の発達

と貨幣経済の広がりと共に新しく称号を得た

新興の貴族たちの参入によって変容した｡そ

のような新興貴族たちに加えて,印刷された

教科書や文学を読んで育った新しい世代のス

ンダ人たちもまた書き手や読者として参入し

ていった｡こうした社会の変容に根ざした書

き手と読者の増加が1920年代以降の本や定期

刊行物の出版のピークを招来したと考えられ

る｡

ところで,初期の出版物がスンダ語 (人)

の教育の向上を目指す性格を持っていたこと

は,その使われている文字にも反映されてい

る｡ ラテン文字教育の普及のため,27)19世紀

の出版物では,見開きで右側にジャワ文字,

左側にラテン文字の読物が多く見られる｡あ

るいは,初版本ではジャワ文字を使い,2版

目からはラテン文字になっているものがあ

る｡ しかし20世紀になるとジャワ文字のもの

はほとんど姿を消してしまい,そこにオラン

ダ植民地政庁の教育方針のもとでのラテン文

字教育の発達を見ることができる｡

ここで注意したいのは,ペゴン文字 (アラ

ビア文字)では19世紀には1点も印刷された

出版物がないことである｡28)同時代のマニュ

スクリプトを見ると,ジャワ文字とペゴン文

字の使用頻度はほぼ同じであるにもかかわら

ず,ペゴン文字ではスンダ語は印刷されな

かった｡それは書き手たちが,政治と文化の

中心であったカブパテン周辺の貴族たちで

あったため,よりジャワ文字に精通 してお

り29)彼等の助言によってオランダ植民地政庁

27)Ardiwinata[1916]の 『スンダ語のオランダ
文字による書き方』という本のタイトルにそ
の教育方針がよく現れている｡

28)19世紀の本の販売カタログのマレー語の項で
はアラビア文字で多くの本の紹介がなされて
おり,技術的にはその印刷は可能であった｡
29)ジャワのマタラム王国の支配下においてジャ
ワ語が公用語とされた伝統が19世紀に至って
もまだ残っていた｡
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がジャワ文字での印刷という方針を決めたの

ではなかったか｡しかるに,もう一つの文化

の中心地であった寄宿塾パサントレン (pa-

santren)周辺では, むしろペゴン文字がよ

り卓越しており,また農村部の住民もジャワ

文字よりコーランを通じてペゴン文字に慣れ

ていた｡印刷物においてジャワ文字のみが使

用されたことは,読者として書き手たちの周

辺に住む町の人々や,貴族たちに的を絞った

ものであったと考えられ,また現実的に本を

買う経済力を勘案してみてもパサントレン周

辺の農村部の人々に読み手として腺準を当て

ることは不適当であった｡

教育のメディアとして出版された本におい

て使われるスンダ語は,正しいスンダ語であ

らねばならなかった｡そのスンダ語は伝統を

担っていた貴族たちによって書かれる多くの

クリシュを用いた,マニュスクリプトにおい

て慣れ親しまれ書き写されてきた,そういう

スンダ語であった｡先に挙げたム-マッド･

ムサのワワチャンの代表作である F'パンジ･

ウルンJ(RmdjiWoekmg)を読むと,19

世紀に書き写されていたと考えられるマニュ

スクリプトを読むのとほとんど変わらない印

象を持つ｡ところが,1890年を過ぎて書かれ

た,人気のあった読み物の一つ 『ワワチャ

ン･プルナマ･アラム』(WawatJ'anhLma-

maAlam)を読むと, スンダ語がより口語

的になり,マニュスクリプトのものとは異な

るものになっていることに気付くのである｡

少し大胆にいうと,19世紀の半ばから印刷

されたスンダ語は,貴族たちの手によって教

科書化され,あるいは,正当なスンダ語が定

められランスドゥルクレイによって印刷され

た読物の中で育てられた｡そして世紀が代わ

り,各種のスンダ語の文法書がオランダ人と

スンダ人自身によって出版される頃,スンダ

語のスタンダードが出来上がり,それをもっ

てその後の出版物のピークに入っていった｡
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マレー語の文学が ｢野放し｣(liar) の文学
をバライ･ブスタカの設立以前に多く生み出

したことと比較すると,スンダ語の文学は

もっぱら官製のものであり,｢良く飼い馴ら

された｣(jinak)ものしか生み出さなかった
と言える｡それはスンダ語の印刷,出版の制

度と環境,またスンダ語が持っている敬語体

系およびそれによって維持される封建社会に

原因を求めることができよう｡

文学フォームについて,定型詩ププだけで

なくより古い伝統を持つパントゥン等の韻文

やより点数の多い散文を同様に印刷物の中で

考えてみること,あるいはワワチャンとの比

較において考えてみることが重要であり,そ

れを元にしてさらにスンダ文学について考察

を深めなければならない｡本稿はワワチャン

というr一つの文学フォームを軸にしてスンダ

文学への最初の接近を試みたものである｡
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